
Postnominalthat-clauseを 伴 うshellnounsの 複 数 形

日 木 満

はじめに

英 語 の名 詞 に はfact,conclusion,viewな どに 代 表 され る次 の よ うな用 法 が あ る。

これ らの 用 法 で 使用 され る 名詞 を 筆 者 流 に 定 義 す る と 、 「直 後 にthat-clauseを 伴 う抽 象 名 詞

(N)で 、 名 詞 句 全 体 を 『… とい うN』 と訳 せ る名 詞 」 とな る。 この 類 の名 詞 は 今 まで 多 くの研

究 の 対 象 に な って きた が 、 まだ 確 立 され た 術 語 が な い よ うで あ る。Schmid(2000)の 包 括 的 な概

観 が 明 らか に して い る よ うに 、 この類 の 名詞(の 用法)に 注 目 した過 去 の研 究 者 らは 多 少 の違 い

は あ る もの の、上述 の3語 を は じめ 、belief,doubt,・hope,idea,likelihood,possibilityな ど を含 む ほ

ぼ 同 じ名 詞 群 に 対 し、 じつ に さ ま ざ ま な 術 語 を 提 案 して い る 。 例 え ば 、Vendler(1968)は

containernounsと 呼 び 、HallidayandHassan(1976)はgeneralnounsと い う術 語 を 用 い 、

Francis'(1986)はanaphoricnouns、Ivanic(1991)はcarriernouns、Winter(1992)は

unspecificnouns、 そ して 、Schmid(2000)自 身 はshellnounsと い う用語 を使 っ て 、 この類 の 名

詞 に言 及 して い る。

筆 者 が本 稿 で この類 の名 詞 を取 り上 げ る 目的 は 一 連 の命 名 の 議 論 に 参 加 す る こ とで は な く、 こ
　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 の 　 　

れ らの議論の中でほとんど注視 されることのなか った、この類の名詞の形(数 の選択 と定冠詞の
　 　 　

有無)の 選択原理の解明へ向けた研究の必要性を主張することにある。

筆者が特に名詞の形に注目する背景には、これ らの類の名詞を使用する場合に[1]の ような

thefactthat… からの類推がなぜか非常に強 く働き、『…というN』 と訳せる状況ではfact以外の

名詞の場合でもほば自動的に名詞の非複数形にtheが ついた形([theNthat…])を 連想 して しま

うとい う、個人的経験がある。この連想が必ずしも望ましくないことは以下のような英文を しば

しば目にすることから明らかである。
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上 の[4]一[6]は 、そ れ ぞれ 、 「theな しの複 数 形([φN'sthat…])」 、 「theな しの 非 複 数形

(可 算 ・単 数 形)([anNthat… ⊃ 」、rtheな しの 非 複数 形(不 可 算 形)([φNthat…])」 の 例

で 、thefactthat… か らの類 推 で は説 明 で きな い 。[7]で はconcernとsuggestionの2つ の名 詞 は

同一 文 中 で、 ど ち ら も動 詞counterの 目的 語 と な っ て い るが 、 どち ら も、thefactthat… の形 では

な く、 しか も、 前 者 は[φNthat…]、 後 者 は[φN'sthat…]と 異 な る形 とな って い る 。

これ らの 例 が 示 す よ うに 、 問題 の言 語 環 境 に 現 れ る名 詞 の形 は 、 名詞 ・文 脈 に よ りさ まざ まな

可 能 性 が あ るわ け だ が 、 どの よ うな状 況 で どの形 に な るか 、 とい う名 詞 の形 の 選 択 原 理 の解 明 は

先 行 研 究 で も まだ 十分 に は行 わ れ てい な い よ うに 思わ れ る。Quirket .al.(1985)は 、 こ の類 の名

詞 の形 につ い て言 及 して い る数 少 な い 研 究 の ひ とつ で あ るが 、 こ の類 の名 詞 に は 、 定 冠 詞theが

共 起 す る こ とが 普 通 と した上 で 、 そ れ 以 外 の 可 能 性 もあ る こ とを 次 の3例 を挙 げ て 指 摘 して い る
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A message that he would be late

The union will resist

arrived by special delivery.

any  proposal that Mr.Johnson should be dismissed.

Stories that the house was hunted angered the owner.

Quirket.al.は 特 に[10]の よ う な 用 例 に 言 及 し 、 こ の よ う な 同 格 的 な 後 置 修 飾 を 伴 う名 詞 の 場

合 、複 数 形 で の 使 用 は 稀 で あ り、belief,fact,possibilityな ど の 名 詞 の 場 合 は 普 通 、許 容 さ れ な い と

述 べ て い る 。 し か し、 そ の 説 明 の 直 後 に 、"However,weoccasionallyfindexamplesofplural

nounswithappositivepostmodification"(p.1261)と も 述 べ 、 次 の[11]の 文 を 例 と し て 挙 げ て

い る 。

こ の点 につ い てQuirket.a1． に は これ 以 上 の 説 明は な い が 、 例 文 を み る と、factに 続 くthat節 が

3つ あ る こ とに 気 づ く。 つ ま り、 「… と… と… とい う(3つ の)事 実 」 と い うよ うな 意 味 で の複 数

形 に な って い る もの と想 像 され る。Quirket.al.の この一 連 の コメ ン トを 筆 者 の推 論 を 含 め て ま と

め る と、factの よ うな名 詞 が 問題 の 構 文 で 使 わ れ る場 合 、普 通 、複 数 形 は許 容 され な い が 、後 続 の

that節 が 複 数 現 わ れ る環 境 で は、 複 数 形 が 使 用 され る(も し くは 、 複 数 形 も可 能 に な る)と い う

こ との よ うで あ る。

Quirket.al.の 記 述 は 、 確 か にfactと い う名 詞 に つ い て 、 そ の 複 数 形 使 用 の ひ と つ の 根 拠

(that節 の数 の複 数 性)を 推 論 させ て くれ るデ ー タを 提 供 して い る点 で 、大 変 有 益 で あ る が 、 他

の名 詞 、例 え ば 、彼 ら 自身 が 使 って い る[10]の(後 続 のthat節 は1つ しか な い)storiesの 場 合 の

複 数 形 使 用 の根 拠 は 何 か 、また 、beliefやpossibilityな どの場 合 も、factの よ うに複 数 形 で 使 う こ と

はoccasionallyに で もあ る のか 、 も し、 あ るな ら、 そ の場 合 の複 数 性 はfactと 同 じか 、 な どは不 明

で あ る。 さ らに 、筆 者 の い う名 詞 の形 の選 択 とい う観 点 か らす る と、上 述[6]の よ うなrtheな

し の非 複 数 形(不 可 算 形)([φNthat…])」 の形 につ いて は 例 文 の提 示 も説 明 もな い 。



Schmid(2000)は コ ーパ ス デ ー タ(BankofEnglishのBritishsection)を 利 用 し、 この 類 の 名

詞670語 を詳 細 に 分析 して い る研 究 で 、 そ の知 見 に本 研 究 は多 大 な恩 恵 を 受 け て い る が 、 残 念 な

が ら、 複 数 形 の デ ー タは 使 用 頻 度 が 比 較 的 稀 との 理 由 か ら対 象 外 とな って い て 、複 数 形 の 用 例 提

示 も議 論 もほ とん ど行 わ れ て い な い 。 「theな しの非 複 数 形(不 可 算 形)([φNthat…])」 の 形 の

用 例 は 考 察 の 中 に 見 受 け られ るが 、そ もそ も名 詞 の 形 はSchmidに は関 心 外 の よ うで 、形 に つ い て

の 言 及 は ほ とん どな い 。

以 上 、Quirket.al.(1985)な らび にSchmid(2000)が 名 詞 の形 に つ い て共 通 して主 張 して い る

点 は複 数 形 の 使 用 は 稀 で あ る とい うこ とで あ る。

そ こで本 稿 で は 、 この類 の 名 詞 の形 の選 択 原 理 を 明 らか にす る試 み の一 歩 と して、 まず 複 数 形

に 的 を絞 り、 コー パ ス デ ータ を基 に この類 の 名 詞 が複 数 形 で用 い られ て い る実 例 の考 察 を して み

た い。
　 　 　 　 　 の

以下ではまず この類の名詞と上で呼んできた名詞群の定義をし、本研究の研究課題と方法論を

述べ、考察結果の報告を行 う。

この類の名詞の定義

本 稿 で は、 上 で 見 て きた よ うな 用法 の 名 詞 を 以下Schmid(2000)に 倣 い"shellnouns"と 呼 ぶ こ

とにす る。Schmidは 次 の[12][13]の2つ の言 語 環 境 に 現 れ る名 詞 をshellnounsと 定 義 して い る

CP・3)o

Determiner十(Premodifier)十Noun十postnomialthat-clause,wh-clauseorto-

infinitive

The(deplorable)factthatlhavenomoney.

Determiner十(Premodifier)十Noun十be十complementingthat-clause,wh-clause

orto-infinitive

The(big)problemwasthatlhadnomoney.

な お、Schmidは 言 語 環 境 の最 も左 に位 置 す るDeterminerに はthe,a(an)、this,no,some,my,

一'sなどの他 に 、[14]の よ うな例 も議 論 の対 象 に して い る こ とか ら、いわ ゆ る無 冠 詞(本 稿 で は φ

で 表 記 す る)も 含 む も の と筆 者 は 理 解 して い る。

ThereisspeculationthathemaymeetrepresentativesthereofIslamicJihadaswelt

asthevisitingIranianInteriorMinister,Mr.AbdallahNouri.(Schmid2000,p.198,下 線

は 筆 者)

本 稿 ではSchmidのshelfnounsの 定 義 と用 語 を 援 用 しつ つ 、考 察 の対 象 を次 の2点 で限 定 す る。

まず 、 関 係 す るclauseの 種 類 をthat-clauseに 限定 す る。(Schmidはthat-clauseだ け で な く、wh-

clauseな らび にto-infinitiveも 含 め て い る が 、clauseの 種 類 の違 い が 、headnounの 名詞 の 形 の選 択

に 影 響 を与 え る可 能 性 が あ る の で、clauseタ イ プ ご との分 析 が 必 要 とな る と思 わ れ る。)次 に 、言

語 環 境 を[8]で 示 した 名 詞 の使 用 パ タ ー ン、つ ま り、名 詞 の 直後 にclauseが 続 くパ タ ー ン、に 限



定 す る。(Schmidは[8][9]で 示 した2つ の パ タ ー ンは 、 あ くま で もshellnounsの 定 義 に使 っ

た も の で あ り、 この2つ の 他 に 主 な も の だ け で も さ らに 別 の2つ の パ タ ー ン で 現 れ るshell

nounsも 考 察 して い る。)

従 っ て 、 本 稿 で 考 察 の 対 象 は 、Schmidの 術 語shellnounsの 一 部 で あ り、 正 確 に は

(postnomialthat-clauseを 伴 うshellnouns」 で あ るが 、本 稿 で は 、以下 、断 りの な い 限 り、単 に

"
shellnouns"と 呼 ぶ こ と に し、"複 数 形shellnouns"は 、 「複 数 形 で 用 い られ て い るpostnomial

that-clauseを 伴 うshellnouns」 を指 す こ と とす る。

本稿の研究課題と方法論

本 稿 の課題 は 、Schmid(2000)のshellnounsの うちpostnomialthat-clauseを 伴 うも のに 限 定 し

た 上 で 、 コーパ スデ ー タ を基 に、(1)複 数 形shellnounsが どの程 度 存 在 す る か を検 証 す る こ と、そ

して、(2)も し、か な りの 頻度 で複 数 形shellnounsが 存 在 す るな らば 、そ の複 数 性 は 何 に依 存 す る

のか を 推 論 す る こ と、 の2点 で あ る。

課 題(1)の 検証 の た め の コ ーパ スデ ー タ と して は 、 筆 者 の利 用 可 能 な コー パ ス とい う制 約 の た め

BritishNationalCorpusWorldEdition(2000)(以 下 、BNC)を 利 用 した 。BNCは イ ギ リス英 語

の書 き言 葉 と話 し言 葉 と両 方 を 含 む 総 語 数 が1億 語 の コ ー パ ス デ ー タ で あ る 。 上 述 のSchmid

(2000)が 利 用 したBankofEnglishのBritishsectionも イ ギ リス英 語 の 書 き言葉 と話 し言 葉 と両 方

を含 む 点 で は同 じで あ るが 、 総 語 数 は2億2,500万 語 で あ る。 した が っ て、 本 研 究 の コ ーパ ス は

Schmid(2000)の そ れ と比 して 半 分 をや や 下 回 る サ イ ズ と い うこ とに な る。

調 査 す る名 詞 に つ い て は、Schmid(2000)がBankofEnglish(Britishsection)の 中 で 、絶 対

頻 度 が 高 か った 非 複 数 形shellnounsの リス トを 提 供 して い る ので(p,57)、 そ の リス トの上 位20語

(表1参 照)を 対 象 と した。

BNCで の 検 索 に はSARAのQueryBuilderqueryを 用 い た 。 検 索 条 件 と し て は 、1つ 目 の

contentnodeに 問題 の名 詞 の 複数 形(POScodeはNN2)を 、2つ 目(後 続)のcontentnodeに

that(POScodeはCJT)を そ れ ぞれ 指 定 し、 これ ら2つ のcontentnodesをLinktypeをNEXTで

結 び 、検 索 実 行 した 。 しか し、 この検 索 結 果 の 中 には 、 本稿 の対 象 外 で あ る関 係 代 名 詞 のthatが

含 ま れ て い る可 能 性 が あ る た め 、 あ と は 手 作 業 でpostnomialthat-clauseを 伴 う 複 数 形shell

nounsの 用 例 の み を抽 出 した 。

結 果 と考 察

表2は 、問題 の20個 の 名 詞 がBNCデ ータ 内 で 複 数 形shellnounsと して 出現 して い る頻 度 を多 い

順 に 提 示 した も の で あ る 。 な お 表2に は 参 考 ま で に 問 題 の 名 詞 の複 数 形 の 頻 度(postnomial

that-clauseを 伴 う場 合 も伴 わ な い場 合 も含 む 、 そ の 名 詞 の複 数 形 使 用 の総 頻 度)を 付 加 した 。



postnomialthat-clauseを 伴 う 非 複 数 形shellnounsの

頻度 による上位20語(Schmid2000)

表2の 頻 度 デ ー タを み る と、最 も頻 度 の 高 か っ たfears(296件)を 第 一位 に1件 も確 認 で き な

か ったpoints他4語 まで 、 名 詞 に よ って か な り差 が あ る こ とがわ か る。 辞 書 の 記述 で 一 般 に 不 可

算 形 と記 述 され て い る(つ ま り、一 般 に は そ もそ も複 数 形 が な い と さ れ る)news,knowledge,

evidenceの 場 合 に 複 数 形 が 確 認 され な か った こ とは 当然 と して も、 ここで み た 半 数 以 上 の 名 詞 に

お い て は 、 先 行研 究 が 言 うとお り、複 数 形 で の使 用 は 確 か 非 常 に 稀 とい え そ うで あ る。 しか し、

こ こで あ え て 注 目 した い 点 は 、少 な く と も表2の 上 位1か ら4位 まで の 名詞fears,signs,claims,

suggestionsに つ い て は200件 以 上 の 、5位 のhopesに お い て は100件 の、 複 数 形shellnounsの 存 在

が 確認 され た とい うこ とで あ る。 この結 果 は 、名 詞 に よ って は 、 あ る程 度 の頻 度 で使 わ れ る可 能

性 を示 す もの で あ り、一 概 に複 数 形shellnounsは 稀 で あ る とは 言 えな い こ とを示 唆 して い る と思

わ れ る。



postnomialthat-clauseを 伴 う複 数 形shellnounsの 頻 度(BNC)

どこまでが 「稀」でどこからが 「かな りの頻度」かの明確な線引きは難 しいが、名詞の形に関

心がある筆者にとっては、100件 、200件 という数字は無視できない数であり、それらの名詞につ

いて、複数形で用いられている場合の複数性の根拠が何かについて考察する価値は十分にあると

思われる。以下では、100件以上の頻度で複数形が確認 された名詞(表2の 上位5ま での名詞)に

ついて、その複数性が何に依存するのかを推論するために、個別名詞ごとにBNCデ ータ内の用例

の分析を試みたい。

[fearsthat…]の 分 析

Quirket.al.(1985)が[11]のfactsの 例 か ら 「複 数 のthat節 の存 在 」 を複 数 形shellnounsの1

つ 複 数 性 要 因 と して提 示 して い る と思わ れ る こと はす で に 述 べ た 。 そ こで ま ず 始 め に、 そ の要 因

がfearsに 関 係 して い るか を み て み た。BNCデ ー タ で確 認 され た[fearsthat…]全297件 を 調 べ て み



る と、わ ず か4件 に複 数 のthat節 が確 認 され た の み で あ った(2つ 目のthatが 省 略 され て い る用

例1件 を含 む 。)下 の[15］ はthat節 が2つ の、[16]はthat節 が3つ の 例 で あ る。な お 、以下 に引

用 す る文 は こ とわ りの な い限 りす べ てBNCデ ー タか らの 抜 粋 で あ り、 また 、太 字 、下 線 、斜 字 体

は筆 者 が強 調 のた め に加 えた も の で あ る。

MuchoftheanxietyamongMembers,particularlytheopponentsoftelevising,arose

fromfearsthatthebroadcasterswouldnotpreserveaproperbalanceintheir

selectionofmattertobecoveredandthattheywould,intheirdesiretopresent

newsworthystories,distortthepublicpresentationoftheHouse.

Therearerealfearsthattheycouldbeusedtodepresswages,thatteamworkcould

bejeopardisedandthatwomenandstafffromethnicminoritieswillbefurther

disadvantaged.

確 か に これ らの 例 で は 、fearsの 後 に複 数 のthat節 が続 き、 「… とい う不 安 」 と 「… とい う不 安 」

とい うふ うに い くつ か の 不 安 の 内容 を 列 挙 して い て 、そ の 複 数 性 が複 数 形fearsの 背 後 に あ るの で

は な い か と考 えた くな るが 、 仮 に 両 者 の 間 に 何 らか の 関 連 が あ った に して も、 問題 の4件 を 除 い

た 残 る293件 の[fearsthat… ］ で は後 続 のthat節 が1つ の み で あ っ たに も関 わ らず 複 数形fearsが

使 わ れ て い た とい う事 実 を 考 え る と、少 な く とも[fearsthat…]の 場 合 に は、複 数 形 の要 因 と し

て は ほ とん ど関 与 してい な い と考 え る方 が妥 当 な よ うに 思 わ れ る。 ち な み にQuirket.al.の 例 に

あ ったfactsに つ い て 、BNCデ ー タ 内 で確 認 され た 用 例 を み て み る と、全45件 中 の31件(7割 弱)

に お い て 、 複 数 のthat節 が確 認 され た。 この こ とは、Quirket.al.の 指 摘 の 妥 当 性 を 確 認 す る 一

方 、 同 じshellnounsで あ って も名 詞 に よ って 複 数 のthat節 を と る傾 向 に お い て はか な りの 差 が あ

る可 能 性 も示 唆 して い る よ うに 思 わ れ る。

以 下 で は、BNCデ ー タ の用 例 を概 観 して[factsthat…]の 使 わ れ 方 の特 徴 を考 察 す る。

まず 目に とま る の は、 次 の よ うな存 在 を表 す いわ ゆ るthere構 文([thereBEfearsthat…])の

使 用 で あ る。

Buttherearefearsthatthiscouldchange.

Therearealsofearsthattollsonmotorwayswiltsimplypushtrafficontootherroads

creatingnewpatternsofcongestion.

TherehadbeenfearsthatincreasinglyvociferousRussiannationalismwouldcausethe

conflicttoescalate.

この よ うなthere構 文 は111件 確 認 さ れ た 。 これ はBNCデ ー タ の 中 でfearと い う名 詞 が 複 数 形

shellnounと して使 わ れ て い る うち ほ ぼ3回 に1回 の割 合 でthere構 文 で使 用 さ れ て い る こ とを 意

味 す る。

次 に 注 目 され た 点 は 以 下 の例 の よ うなamid,becauseof,despiteと い った や は り存 在 を 意 識 さ

せ る と思 わ れ る前 置 詞(句)と の 共 起 で あ る。

TheproposalcameamidfearsthattheMinistryofAgriculturemightintroduce



tougherrestrictionsorevenanoutrightban.

Thestockmarketisstillnervousofthembecauseoffearsthatthecostof

restructuringwillslowdownrecovery.

Constructionofamassivehydro-electricprojectononeofTibet'slargestfreshwater

lakesisproceedingatspeeddespitefearsthatitcouldleadtoecologicaldisaster.

頻 度 はamidが18件 、becauseofが24件 、despiteが9件 で、 この3語 だ け で 計51件 確 認 され た。

ちな み に この51件 と上 述 のthere構 文 の111件 との デ ー タ の重 な りは な か った 。従 ってthere構 文 と

amid,becauseof,despiteの 前 置 詞 構 文 だ けで 全 用 例297件 の半 数 以 上 を 占 め て い る こ とに な る。

次 にfearsに 対 す る前 置 修 飾語 句 の 様 子 を 考 察 す る 。 ま ず 、 決 定 詞(the,these,some,any,

no)、 数量 詞(many,(a)few)、 基 数 詞(twoな ど)、 な らび に 、 本 稿 で`one's'と 表 記 す る も の

(my,theirな どの所 有 代 名 詞 とtheyoungman's,Bush'sな どの 普通 名 詞 ・固 有 名詞 の一s属格 の両

方 を含 む もの)と の共 起 頻 度 は 以 下 の通 りで あ った。(以 下 これ ら4種 を ま とめ て 決 定 詞 類 と呼

ぶ 。 な お この分 析 で は 決 定 詞類 と問 題 の名 詞 の 間 に形 容 詞 等 が入 る場 合 も含 む 。)

[fearsthat…](297件)と 決 定 詞 類 との共 起 頻 度

こ こで 特 に 注 意 を ひ くの は定 冠 詞theと の共 起 頻 度 の 低 さで あ る。 上 でthefactthat… な どの 場

合 に はtheが 共起 す る こ とが 普 通 で あ る とい う趣 旨の 先 行 研 究 を紹 介 したが 、 そ の 状 況 とは 明 ら

か に異 な って い る。 これ は、 同 じshellnounsで も非 複 数 形 で の使 用 時 と複 数 形 で の使 用 時 で は、

theの 要 求 度 が必 ず し も同 じで は な い とい う可 能 性 を 示 唆 す る もので 、 複 数 形shellnounsも 研 究

の対 象 とす る意 義 を示 す も ので は な い か と思 わ れ る。 な お 、theと の 共 起 頻 度 が 低 い 一 つ の 要 因

と して は 、 上述 のthere構 文 で の 使 用 が 多 い とい う点 が考 え られ る(there構 文 は一 般 に 不 定 名 詞

句 を 要 求 す る とい う制 約 を もつ といわ れ て い る)。 しか し、 仮 に この要 因 が 関 与 して い た に し て

も、there構 文 以 外 で のtheと の低 い 共 起頻 度 を説 明す る も ので は な い。

the同 様 、these,some,any,noと い った決 定 詞 の低 頻 度 と比 較 す る と、one'sの27件 は多 少 多 い

とい う印象 を受 け る。

以 上 の決 定 詞 類 の分 析 か ら、fearsはfear(不 安)の 所 有 者 を 明示 す る こ とは あ って も、基 数 詞

やmanyやfewな どを 使 ってfear(不 安)の 数 を具 体 的 に 示 す とい う こ とは、 な いか 、 あ って も非

常 に稀 とい う可 能 性 が 推測 され る。

そ うな る と、具 体 的 な 数 を 明示 しな いで 、かつ 、存 在 を 表 わ すthere構 文 や 前 置 詞 構 文 で複 数形

が 多様 され る とい う事 実 は な に を 意 味 す るのか 、 が 問 題 に な る。現 時 点 で の筆 者 の推 測 は 、伝 統

文法 で い うと ころ の い わゆ る 「強 意複 数」 的な 使 用 で あ る。 つ ま り、 数 は曖 昧 の ま ま複 数形 を用

い る こ とに よ って 、不 安 を感 じる頻 度 の複 数 性 を 強 調 す る こ とに よって 、 不 安 感 の 頻 度 、強 さ、



広 が り、 な ど、 意 味 を 強 め る効 果 を 狙 った使 用 な の で は な い か と い う こ と で あ る 。 参 考 ま で に

fears直 前 の形 容 詞(名 詞 の 形 容 詞 的 用 法 も含 む)と の共 起 関 係 を み る と、2回 以 上 の 頻 度 で共 起

した 形 容 詞 はwidespreadが6件 、realが4件 、new,renewed,growing,usualが2件 で あ った 。 あ

え て これ らの 中 にfearsの 複 数 性 を探 る とす れ ば、widespreadとgrowingに はfearの 広 が り(増 幅

感)が 、rea1か らはfearの 強 さ よ うな ものが 感 じられ 、 「強 意複 数 」 の部 類 に 入 る印 象 を 受 け る。

[signsthat…]の 分 析

[signsthat…]はBNCデ ー タ で は計267件 確 認 され た。 まず 、複 数 のthat節 が 続 くsignsの 文 を

調 べ てみ る と、 や は り数 は少 な く5件 のみ で あ った 。 以 下 に2例 を示 す。

`Iwouldnotwishtomaketheargumentthatwe'resinkingscientifically
,'saysSir

Eric,'buttherearesignsthatthesqueezehasgonetoofarandthatanyfurther

squeeze-一 一andalltheevidencesuggeststhereisanotherbitofsqueezeinstorefor

usthiscomingyear-一 一willdorealdamagewhichwillnotbeeasytorecoverfrom.'

AlthoughdoubtsmayhavebeengrowingabouttheWoodvilles'ultimateintentions,

therearenosignsthatanyoneelsewascontemplatingdirectactionagainstthem-一 一

〇rthatthefamilyhadyetdoneanythingtowarrantit.

わずか5件 とい う数から推測するに、signsの場合もthat節の複数性、つま り、どのような兆候

なのかとい う"内容部分"の複数性はsignとい う名詞を複数形で使用することとは、仮に関係が

あったにしても、非常に薄いのでなないかと思われる。

複数形signsの背後にあると思われる要因を探すべ くデータを概観 して、 まず推測できること

はその複数形は、sign(兆 候)が 示唆する事柄 ・内容の数ではな く、sign(兆 候)自 体の数の複数

性が関与 しているのではないか、 とい うことである。つまり、上で見たようにthat節で示されて

いる事柄 ・内容は(that節 がほとんどの場合1つ であることから)ひ とつであるわけだが、その

事柄 ・内容を示唆するsign(兆 候)の 数は1つ とは限 らず、複数存在する可能性は十分考えられ

る。例えば、次の[25]の 用例ではthat節で示されている事柄 ・内容(つ まり、「誰かがそこに住

んでいた」という事柄 ・内容)を 示唆するsign(兆 候)は 複数存在してもおか しくない(1つ 目の

兆候、2つ 目の兆候、 というふ うに箇条書きできる兆候 として)。

Therewerethreebeds,threecupboards,onedeskandnoexternalsignsthatanyone

inhabitedthespace.

次の[26]の 例は、そのような箇条書 きされた兆候(つ まり複数の兆候)が 文中に現われてい

る。

Therearesignsthatshehadbeentortured:severecuts,herlegsbroken,herright

armdislocated・

続 い て 、[signsthat…]の 統 語 的 な 特 徴 を 見 て い くと、 最 も顕 著 な特 徴 と して挙 げ られ る点 は 、

下 の 例 の よ うな存 在 を 表 すthere構 文 の 多 さで あ る。there構 文 で の[signsthat…]は187件 で全 体



の 約7割 を も占 め て いた 。

Andtherearesignsthatthecentralbankisnowdeliberately .easingmonetary

policy.

Thereweresignsthatconsumerswereborrowingmoremoneyforbigprojects.

決定詞類との共起頻度の結果は表4の 通 りである。

[signsthat…](267件)と 決 定 詞 類 との 共 起頻 度

決 定 詞 類 と の共 起 関 係 で まず 目に と ま る のはone'sと の 共起 が0件 で あ る 点 で あ る。27件 確 認

さ れ たfearsの 場 合 とは対 照 的 で あ る。 そ の 背 景 に は[fearsthat… ］ の 場 合 「… とい う不 安 ・恐

れ 」 を 抱 い て い る人(不 安 の所 有 者)に 関 心 が 向 く こ とが し ば し ば あ る の に 対 して 、[signs

that…]の 「… とい う兆 候」 の場 合 に は 、専 ら どの よ うな 兆候 か とい う兆 候 の 内容 に 関 心 が 向 く

だ け で 、 だれ が そ の兆候 を所 有 してい るか(兆 候 の所 有 者)に は 向か ない と い う点 が 関与 して い

る か も しれ な い。

one's以 外 の決 定 詞 類 を み る と、fearsの 場 合 よ り全体 的に 頻 度 は 高 くな っ て い る。 特 に 注 目 し

た い の は 、manyや(a)few、 さ らに は基 数 詞 とい った 、非 常 に 明示 的 に複 数 を 示す 決 定 詞 類 との

共 起 が 計11件 確 認 され た こ とで あ る。(fearsの 場 合 は0件 で あ った 。)そ れ ぞ れ 、1例 つつ 例 を 示

す 。

Nevertheless,thereweremanysignsthattheunions,whilestilllosingmembers,were

stillmaintainingtheirresistanceagainstwagereduction.

SomanyexceptionshadbeenmadetoearlierNavigationActsbyroyallicencethat

ithadsometimeslookedasiftheywereintendedtoraiserevenueratherthanto

directtrade,andinthe1660stherehadbeenafewsignsthatthelegislationwhich

CharleshadinheritedfromtheRepublicandhadthenextendedmightstillbetreated

inthesameway.

Whentreatingillnessinchildrentherearetwoverygoodsignsthatyouhavehiton

thecorrectremedy:firstly,ifthechildvomitsshortlyafterhavingtheremedy,

assuminghewasnotalreadyvomitingallthetime!

これらの用例には、やはり兆候の箇条書きのニュアンスが感 じられ、複数形の使用の背後には、

観察された兆候の頻度(種 類、回数)の 複数性が関与しているように思われる。



[claimsthat…]の 分 析

[claimsthat…]はBNCで 計255件 確 認 され た 。そ の 中 で 、複 数 のthat簾 は 次 の よ うな 用 例 が10

件 確 認 され た(う ちthat節 の省 略 は1件)。

Thedoubleresponseconsistsintheclaimsthattherearein#alliblebasicbeliefs,and

thatthosebeliefsconcernthenatureofone'sownsensorystates.

ThenewevidencecontradictedBush'sclaimsthathewas'outoftheloop'ofthose

whoapprovedtheIran-contraoperationandthat,whenhediddiscoverthearms

deal,hewasunawareofitsquidproquoelementinregardtothehostages.

また 、thatの 変 わ りに 、(i),(ii),(III)を 使 って 事実 上 の節 を導 入 して い る と思 わ れ る 以 下

の よ うな 例 が1件 確 認 され た 。

Amongthebook'scentralallegationswereclaimsthatMossadhad(i}failedto

informtheUnitedStatesofpriorintelligenceconcerningtheOctober1983suicide

bombingoftheUSMarinebattalionheadquartersinBeirut,theLebanesecapital[see

pp.32646-47];(ii)establishedasecretspynetwork(`Al')intheUSA;(iii)helped

bringaboutthedismissalofAndrewYoungfromhispostofUSrepresentativeatthe

UNin1979aftersecretlyrecordingYoung'sclandestinemeetingswithPLOofficials

[seep.29956);and(iv)causedthedownfallofPrimeMinisterItzhakRabinin1977

byexposinghiswife'sillegalforeigncurrencybankaccount[seep.28533].

合 わ せ て11件 とい う数 はfearsやsignsよ りは多 い もの の 、[claimsthat…]・ 全 体 か らす る とわ ず

か4%程 で あ り、factsの ケ ー ス の よ うに7割 近 くを 占 め る様 子 とは 明 ら か に異 な っ て い る 。 した

が っ て 、少 な く と も この デ ー タ か らは 、that節 の 複 数 性 は 複 数 形claimsを 使 用 す る1つ の 要 因 で

あ る可 能 性 は あ る もの の 、主 な要 因 で は な い よ うに 思 わ れ る。

実 際 の使 わ れ方 に注 目 して 、 まず 指 摘 した い 点 は 、there構 文 との 共 起 で あ る。[claimsthat…]

の計255件 とい う数 字 は 上 で み て きたfears(297件)やsings(267件)と さほ ど変 わ らな い のだ が 、

上 の2つ の 名 詞 で 顕 著 で あ っ たthere構 文 はclaimsの 場 合 わ ず か に15件 と非 常 に 少 な い 結 果 で

あ った。

TherearepersistentclaimsthatChurchillsentasmallgroupofsecretagentsto

FranceoutsideSOEoperationsbut,becausenodocumentationexists,theseclaimsare

ridiculedbyself-professedexperts.

Theofficialturnoutwas74percent,althoughtherewereclaimsthatmanyvoters

hadnotbeenregisteredfortheballot.

これ ほ ど低 頻 度 で あ る の に は な に か の要 因 が あ る はず で あ る が 、上 の例 文 の よ うな用 法 を み る

限 り、筆 者 に は 現 時 点 で なclaimsだ け がthere構 文 で め った に 使 用 され な い のか は 不 明で あ る 。

一 方
、fearsで 多 くみ られ たamid,becauseof,despiteと い った や は り存 在 を 意 識 させ る と 思 わ

れ る前 置 詞(句)と の共 起 の方 は 、despiteが19件 、amidが9件 確 認 され た 。(becauseofは0件 。



他 にgiven,underneathと の共 起 が そ れ ぞ れ1件 つ つ確 認 され た 。)

RESIDENTSofflatsdevastatedbyfloodsinConwyMorfalastnightrefusedtomove

backintotheirproperty,amidclaimsthattheywerenowstructurallyunsound .

Despiteclaimsthatmostofthefightingaroundthetownhadbeencarriedoutby

Sihanoukistforces,Westerncommentatorssawtheoffensiveastheworkofthe

KhmersRouges.

決定詞類等との共起頻度の結果は表5の 通 りである。

[claimsthat…](255件)と 決 定 詞 類 と の共 起 頻 度

表5の デ ー タか ら考 察 で き るclaims最 大 の 特 徴 はone'sの 多 さ で あ る 。one'sの56件 は[claims

that…]総 数255件 の2割 強 を 占 め る 。 内訳 を み る と所 有 代 名 詞 が23件 、 －'s属 格 が33件 とな って

い る。 以下 に例 を 示 す 。

Colleaguesbackedhisclaimsthathewasascapegoatinasecretpoliticalrow

betweenBAandGovernmentsafetychiefs.

TheRepublicanshaveplacedgreatemphasisontheirclaimsthattheDemocrat

frontrunner-BillClintonwasguiltyofantiAmericanbehaviourwhilehewasastudent

inEngland.

ThenewevidencecontradictedBush'sclaims-thathewas'outoftheloop'ofthose

whoapprovedtheIran-contraoperationandthat,whenhediddiscoverthearms

deal,hewasunawareofitsquidproquoelementinregardtothehostages .

ANorwegianscientisthaschallengedUSspaceagency'sclaimsthattheozonelayer

israpidlythinning.

one'sの 多 さは 、claimsの 意 味 的 な 性 質 上 、`誰 の"主 張 か を 明確 に す る必要 が 高 い とい うこ との

現 れか も しれ な い。

one'sの 多 さ とは対 照 的 に 、these/those,some,any,no,many,(a)fewな らび に基 数 詞 の頻 度 は

非 常 に 低 く、manyの1件 を 除 い て1件 も確 認 され な か っ た 。 こ の こ と は 、 形 は 複 数 形 で も

claimsに お け る複 数 性 の低 さ を表 して い る と思 わ れ る。

な お 、theと の 共 起 は20件 で 、fearsほ ど少 な くはな い が 、 決 して 多 い と も言 え な い 。

Financialinstitutionsalreadyfavourtheirowntoagreaterextentdespitetheclaims

thattheEdinburghbasedCharlotteSquare'mafia'doesnotinvestinScotland .

Thesameappliestothesituationbetweennations:inequalitiesbetweendeveloped



countrieshavenotdeclinedbutthisdoesnotnecessarilymeanwholesalerejectionof

thebasicclaimsthatacertainlevelofeducationisanecessaryprerequisiteto

industrialisation.

以上の分析を踏まえて、あえて複数形claimsの 複数性を推察すると、主張されている事柄 ・内

容の複数性 と、主張という行為の頻度に起因する複数性の2つ が考えられる。前者は複数のthat

節によって示されると考えると、claimsはfearsやsignsよ りもこの点での複数形使用 の割合は多

少高いとい うことかもしれない。しかしfactsと比較すると、この要因の関与は決 して高いものと

は思われない。後者の要因については現時点ではまったくの推測にすぎないが、claimを複数形に

することによって、あるひとつの事柄 ・内容の主張が複数回が行われたことを示 しているという

ことが考えられる。しかし、その場合でも3回 、5回 、多 くの、とい うような具体的な数 え方を

するものではなさそ うである。数を明記せず曖昧なままにおくという点ではfearsの項で述べた強

意複数的な使用と1司じであるが、はたしてclaimsの 場合にその複数形が主張の強さを表現する効

果があるものかどうかは、現時点では筆者には不明である。

[suggestionsthat…]の 分析

[suggestionsthat… ］ はBNCデ ー タで は246件 確 認 され た 。 そ の中 で 複 数 のthat節 が 続 く も の

は 次 の3件 で あ った 。 以 下 に2例 を 示 す 。

Althoughtheydidn'tactuallymentionit,hesaid,hebegantorealisetheywere

lookingforsuggestionsthatritualshadtakenplace,thatheandhiswifewerepart

ofit,andthattheirchildrenwerevictims.

Thearrestofthreepoliceofficersandtwomilitarycaptainswhohadbeenmembers

oftheeliteUESATunitofthePanamanianDefenceForcescommandedbythe

formerdictatorGen.ManuelNoriega,ledtosuggestionsthataseriouscoupattempt

hadbeenintended,andthatithadenjoyedwidesupportfromthepolice.

わず か3件 とい う低 頻 度 は 、suggestionsの 場 合 もthat節 の複 数 性 が 複 数 形 使 用 に 関 与 して い る

可能 性 は低 い こ とを示 唆 して い る よ うに 思 わ れ る。

[suggestionsthat…]の 統 語 的特 徴 を見 て み る と、次 の よ うなthere構 文 で の 使 用 が 目立 ち 、62

件 確 認 され た 。 これ は 全 体 の 四 分 の一 に 相 当 す る。

TherearesuggestionsthatRolls-Roycemaybeunabletofundthecostofthenew

model,dueoutinthenextfewyears,andthatVickerswillnotbeabletocarrythe

burdenmuchlonger.

Therewerecertainlysuggestionsthatmoreexplanationshouldhavebeengivenand

thatmorediscussionshouldhavetakenplace.



決定詞類との共起関係をまとめると以下の通 りである。

表6[suggestionsthat…](246件)と 決 定 詞 類 との 共 起 頻 度

共 起 した 決定 詞 類 の 合 計 を み る とわ ず か に20件 で、 上 で み て き た3つ の 名 詞 と比 べ て 明 らか に

少 な い こ とが わ か る(fears=45,signs=65,claims=77)。 特 にtheと の共 起 が1件 も確 認 され な

か った 点 は 、非 複 数 形shellnounsで 多 くの場 合theが 共 起 す る点 との 比較 に お い て大 変 興 味 深 い 。

many,(a)few,基 数 詞 の 共起 が ほ とん どな か った こ とは 、suggestionsが 形 は 複 数 形 を と っ て い て

も、 具 体 的 に い くつ と い っ た数 を 問題 に す る性 質 の も ので は な い こ とを 示 唆 して い るか も しれ な

い。 しか し も しそ うだ とす る と、246件 もの複 数 形 が確 認 され た とい う結 果 は ど う解 釈 す べ きか 。

あ え て推 測 を試 み るな ら ば、suggestionsの 複 数 性 はsuggestす る 行 為 の複 数 性(suggestす る人 、

回数 、 な どの複 数 性)に 起 因 して い る ので は な いか と考 え る。 つ ま り、 示 唆 の 内 容 自体 は 一 つ で

あ るが 、 示 唆 され た 頻 度 が一 度 だ け で はな く、 曖 昧 な 数 で 何 回 か ・何 度 もあ った とい うこ とを伝

え て い る ので は な いか 。 この意 味 で はclaimsの 複 数 性 の一 部 と似 て い る よ うに 思 わ れ る 。

[hopesthat…]の 分 析

[hopesthat…]は 上 で み て きた4つ の名 詞 と比べ る と絶 対 頻 度 の 点 で はか な り少 な く、 半 数

以下 の計100件 確 認 され た 。 そ の 中 で 、複 数 のthat節 を 伴 うもの は1件 も確 認 され なか った。

[hopesthat…]の 用 例 を概 観 す る と、い くつ か 比較 的 明 らか な統 語 的特 徴 が観 察 で き た。まず

目に とま る のは 、 い くつ か の前 置 詞 と の共 起 で あ る。 以 下 に 問 題 の 前 置 詞 とそ の頻 度 を ま と め

(前置 詞 とhopesの 間 に形 容 詞等 が存 在 す る場 合 も含 む)、 そ れ ぞ れ の1例 つ つ 挙 げ る。

[onhopesthat…](12件)

[in(the)hopesthat…](6件)

[behindhopesthat…](3件)

[despitehopesthat…](1件)

HighStreetstoresincludingMarks&Spencer,BootsandArgoswereamongthebest

performersintradingonhopesthatconsumerspendingisat-lastpickingup.

IaminhopesthatyoursisterHattiewillcometoeaseyourconvalescenceatthe

Rectory.'

BRITAIN'SsecondbiggesthousebuilderGeorgeWimpeytodaythrewitsweight

behindhopesthattheUKhousingmarketisonitswaybackfromthestump.

Despitehopesthatsometasksinappropriatetojuniordoctorscanbedelegatedto

othergroupsofstaffthenewdealonjuniors'hoursrisksworseningthesituationby



increasingtheintensityofworkstillfurther,notwithstandingtheshorterworking

week.

There構 文も多 く次のような用例で計18件 確認された。

Therearealsohopesthatalivetradeinslaughtercattlecouldbedevelopedwith

otherECcountriesover1994-一 一justashasalreadytakenplacewithslaughterIambs

toFrance.

InthewakeoftheLetelierdecisiontherewerehopesthatcelebratedcasesofhuman

rightsabusewouldsoonbebroughttojustice.

さらに特定の形容詞 との共起で目立 ったのはhighhopesの 組み合わせが5件 確認された。

Thedoctorstoldmetheyhadhighhopesthatinayearyou'dhavemadeafull

recovery.

Althoughhispredecessor,PaulChannon,soundedanoteofcautionatlastyear's

conference,therewerehighhopesthatthepartywouldincludeprivatisationofBRin

itsnextmanifesto.

そ の5件 の うち の2件 は[53]の よ うなthere構 文 との 共 起 と重 複 して い た 。

以上 の、 前 置 詞 、there構 文 、形 容 詞highと の共 起 を 重 複 の あ った2件 を 除 い て 合計 す る と、45

件 とな り、 これ だ け で 、[hopesthat…]の 半 分 近 くを 占め てい る こ とに な る。

次 に 、決 定 詞 類 との共 起 頻 度 は 以下 の通 りで あ った。

表7[hopesthat…](100件)と 決 定 詞 類 との 共 起 頻 度

表7の 示す ように、共起 した決定詞類の約半分はone'sとなっている。これは 「…とい う期待

(感)」の所有者を明記する必要度の高さを示すものと思われる。一方、many,(a)few,基 数詞

などが0件 であることは、hopesの 場合も形は複数形でも、具体的な数を問題にする ような複数

性は持ち合わせていない名詞である可能性を示唆しているように思われる。

hopesの 複数性について意味的な側面から考察すると、fearsの ときのように、強意複数的な要

因があるのではないかと推測できる。つまり、hopesと 複数形にすることによって、期待感の増

幅、強さを表わすのではないだろ うかと思われる。

まとめ

本稿 はSchmid(2000)がshellnounsと 定 義 づ け た 名 詞 の使 用 の うち 、 日本 語 で 概 ね 「… とい う



N(不 安 、示 唆 、 な ど)」 の訳 に 対応 す る と思 われ るpostnominalthat-clauseを 伴 うshellnounsに

的 を絞 り、 は た してshellnounsの 複 数 形 で の 使 用 頻 度 が 先 行 研 究 の 示 唆 す る とお り稀 か 否 か を

BritishNationalCorpusで 検 証 し、 も し複 数 形 で の使 用 が 稀 で な いshellnounsが 存 在 した な らば そ

の複 数 形 使 用 の根 拠 を 推 論 し よ う と試 み た も の で あ る。

20のshellnounsを 調 べ た 結 果 、 名詞 に よっ て は か な りの頻 度 で複 数 形 で使 用 され る も のが あ る

こ とが確 認 され た 。100回 以 上 の頻 度 で複 数 形使 用 が確 認 され た5つ のshellnouns(fears,signs,

claims,suggestions,hopes)な らび にfactsの 使 用 状 況 を 分析 した 結 果 、shellnounsを 複 数 形 に す る

要 因 に は い くつ か の種 類 が あ り、 かつ 、名 詞 に よっ て関 与 す る要 因(複 数 形 にす る理 由)は 必 ず

し も同 じで は な い可 能 性 が あ る こ とを推 論 した 。

[factsthat…](「 … とい う事 実 」)に つ い て は 、Quirk,et,a1.(1985)が 指摘 して い る とお り、

続 くthat節 の数 の複 数 性([factsthatl…andthat2…]:事 実 の 内容 が 複 数 存 在 す る)が 主 な 要 因

で あ る こと を示 唆 す るデ ー タ が得 られ た が、 特 に複 数 形 頻 度 が 高 か っ た5つ の名 詞 に お い て は 、

そ の要 因 の顕 著 な関 連 性 を確 認 す る こ とは で き な か った 。

[fearsthat…](「 … と い う不 安 感 ・恐 れ 」)な らび に[hopesthat…](「 … とい う期 待 感 」)

に つ い て は主 に強 意 とい う要 因(不 安 感 ・期 待 感 の 増 幅:た だ し不 安 ・期 待 の 内 容 は1つ:

『afear',+`afear'zthat…]/[ahope'1+ahope'2that…])が 関 与 して い る可能 性 を推 論 し

た 。

[signsthat…](「 … とい う兆 候 」)に つ い て は兆 候 の数 の 複 数 性(兆 候1,兆 候2,…:た だ し

兆 候 が示 唆 して い る 内容 は1つ:[asign,+1asign'、that…]/)と うい う要 因 が 、 ま た 、

[claimsthat…](「 … とい う主 張 」)な らび に[suggestionsthat…](「 … と い う示 唆」)に お い て

は 主 張 ・示 唆 の 回数 の複 数 性(主 張 ・示 唆1,主 張 ・示 唆2,…:た だ し主 張 ・示 唆 の 内容 は1

つ:C`aclaim',+aclaim'2that…]/[asuggestion'1+`asuggestion'2that…])が そ れ ぞ れ

関 与 して い る可 能 性 を推 論 した 。

さ らに 、基 数 詞 やmany,(a)few,theseな ど複 数 を 明示 す る限 定 詞 類 との共 起 関 係 を 調 べ た 結

果 、signsで は あ る程 度 の頻 度 で 確認 され た が 、そ れ 以外 のfears,claims,suggestions,hopesで は

ほ とん ど確 認 され なか っ た。 この こ とか ら、少 な くと もfears,claimssuggestions,hopesの4語 に

つ い て は 、複 数 形 を使 う とい って も、具 体 的 な数 を 示 す よ うな 複 数 形 では な く、数 に つ い て は曖

昧 さを 残 しな が ら、 かつ 、 非複 数 形 で は伝 え る こ との で きな い何 か(強 さ、 頻 度 な ど)を 示 す性

格 の もの で あ る こ とが推 測 され る。

また 、複 数 形shellnounsの 文 中 で の使 い 方 に お い て も、例 え ばsignsで は 全 体 の約7割 が存 在 を

表 すthere構 文 で あ っ たの に対 し、claimsで は6%以 下 とい う よ うな 、名 詞 に よ ってか な り明 らか

な 違 い が あ る こ と も明 ら か に な った。

以 上 の結 果 は 同 じshellnounsで も個 々の 名 詞 に よ って 、複 数形 で の使 用頻 度 も、 背後 の複 数 性

の根拠 も、文 中 で の使 わ れ方 も、 か な り異 な る可 能 性 が あ る こ と示 唆 す る もの で 、個 別 名詞 ご と

の研 究 の必 要 性 が示 され た と考 え る。



本 研 究 は い くつ も の点 で調 査 の対 象 を 限 定 した。 まず 、全 体 で もわ ず か20個 とい う数 の 名 詞 の

調 査 で あ り、shellnouns全 体 で の複 数 形 使 用 の実 態 は知 るに は 不 十 分 で あ る こ とは 明 白で あ る。

本 研 究 で はSchmid(2000)の 非 複 数 形shellnounsの 頻 度 順 の 上 位20語 を調 査 した わ け だ が 、非 複

数 形 で の 高頻 度 が複 数 形 で の高 頻 度 を 示 す も の とは 限 らず 、 今後 は 幅広 い名 詞 の調 査 が 必 要 で あ

る 。 また 、本 研 究 はSchmid(2000)のshellnounsの 中 で も、postnominalthat-clauseを 伴 うも の

に 限定 した 。 同 じpostnominalclasueで もtoinfiniteve-clauseを 伴 う場 合 は ど うな の か 、 また 、 同

じthat-clauseを 伴 つ た 場 合 で も 、 パ タ ー ン が 異 な る 場 合(例 え ば 、[shellNP+be+

complementingthat-clause])な どは ど うな の か 、な ど、は ま つた く不 明で あ る。さ らに 、本 研 究

　

はSchmid(2000)の 非 複 数 形shellnounsの 研 究 に よ る と こ ろ が 多 か つ た わ け だ が 、Schmid

(2000)の 利 用 コーパ スがBankofEnglish(Britishsection)で あ つた の に対 し、 本 研 究 はBritish

NationalCorpusを 利 用 した た め 、同 一 名 詞 の非複 数 形 ・複 数 形 の 割合 の比 較 は で きな か つた 。例

えば 名 詞 に よ つて は、 一 般 的 な 使 い 方 で は 非 複 数 形 ・複 数 形 の どち ら も頻 繁 に 使 う も の で も 、

shellnounと して 使 う場 合 に は 、 非複 数 形 も し く複 数 形 に大 き く偏 りカミみ られ る可 能 性 も現 時 点

で は否 定 で き な い。 今 後 の研 究 で 多 くの 名 詞 をclauseの 種 類 、 パ タ ー ンの 種 類 、 な ど も考 慮 した

上 で、 同一 コー パ ス を利 用 して 、 分 析 す る こ とに よ って 、shellnounsの 全 体 像 が 明 らか に して い

く必 要 が あ る。

ま た 、今 回 は専 ら コー パ ス デ ー タを 基 に した 研 究 で あ つた た め 、複 数 形 を使 う こ とに よつ て伝

え て い る の で は な い か と推 測 した強 意 な どの意 味 的 効 果 の 検 証 は 行 うこ とが で き な か つ た の で 、

今 後 は母 国語 話 者 の 判 断 を求 め る な ど して 、 明 らか に して い く必 要 が あ る。

本 稿 に お け る複 数 性 の根 拠 を探 る部 分 につ い て の議 論 は筆 者 の現 時 点 で の推 論 の 域 を越 え る も

の で は な い が 、 複 数 形shellnounsの 頻 度 検 証 と い う点 に お い て は 、か な りの 頻 度 で 複数 形 で使 用

され る名 詞 の存 在 の可 能 性 を 示 す こ とに よ り、今 後 のshellnounsの 研 究 で 複 数 形 を も含 め た研 究

の 必 要 性 を 主 張 す る多 少 の 材 料 は 提 示 で きた の で は な い か と考 え る。 先 行 研 究 で ほ とん ど注 視 さ

れ る こ と のな か つたshellnounsの 複 数 形 の研 究 、 さ らに は 、不 可算 名 詞 な らび に 定 冠 詞 の 使 用 も

含 め た 「名 詞 の形 」 の選 択 原 理 の全 体 像 の解 明 に 向 け て の研 究 が さ らに進 む こ とを 期 待 した い 。
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